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	資本主義経済社会　→　企業の目的は利潤の追求（儲け）��儲けを否定するのか？��ロータリー的「儲け」　→　三方良し的企業活動
	国際社会に対立している国家間の紛争を個人の善意をもって解決していこうというのがロータリーにおける国際奉仕の実践ですが、ロータリーは、第一次世界大戦の最中にあって、原理的に奇妙なもの作り上げました。これがロータリー財団です。��最初は1917年、時の国際ロータリークラブ連合会会長アーチ・Ｃ・クランフの提唱による「国際理解と親善をの目的とする基金」の設定でありました。これが時移って1931年に「ロータリー財団」と名称を変更
	ロータリー財団に対する初期のロータリアンの反応は、非常に冷たかった。��１．国際ロータリークラブ連合会を作ったのはロータリークラブである。クラブのおかげで連合会ができたのである。従って、連合会がロータリークラブの権限を侵害することは許されない。��２．ロータリークラブは、連合会に「国際理解と親善をの目的とする基金」の管理など認めたことはない。��26ドル50セント（次年度国際大会のホストクラブ　カンサスシテｲーロータリークラブ　200名以上の会員を有する）��
	ポール・ハリス��ロータリー運動の中で色々理論はある。しかし、神様でもない者が、理屈を言ったり実践したりするのであるから、どれも満点のものはない。��「自分はロータリーの生みの親として、善意で提唱され、善意で実在するに至ったものならば、例え原理的に間違っていても、その因縁は大事しなければならない。正しいとは言わない。しかし、ロータリー運動史上、実在するに至った以上は大切にしよう」��ロータリーの寛容論　→　INCLUSION　(包摂性）�����
	「国際理解と親善をの目的とする基金」から�「ロータリー財団」へ�1927年から準備にかかり1931年に名称変更��アメリカ国内税法上は、民間の善意を社会福祉の育成のため�に出した金は、企業の損金扱いにしてくれるという特例がる。��しかし、依然としてお金は集まりませんでした。�1945年、第二次世界大戦が核爆弾により悲惨な結果�1947年1月27日ポール・ハリスがこの世を去った。�彼の死を無駄にしてはいけない、彼の志を受け継がなけれ�ならない。
	一般に、リーダーシップ即ち指導性と言うとき、それは指導する者と指導される者という上下の関係として捉えられていますが、ロータリーにおけるリーダーシップというのは、会社のような上下関係における指導性ではありません。��ロータリーは会社のような縦型社会ではなく横型社会であるのでロータリーにおけるリーダーシップは、ロータリアン全てを平等対等なものに見る社会におけるリーダーシップを意味するものです。
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